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着手

竣工

補正予算書及び説明書該当ページ 27ページ

3月

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

事業実施
スケジュール

令和5年度
4月 5月 6月 7月 8月

48,702

10月 11月 12月 1月9月 2月

事業費
積算内容

・介護施設等整備事業費補助金　48,702千円

令和5年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

48,702 千円

目指す成果
（期待される効果）

　認知症グループホームの利用を希望している待機者を解消する。

目標設定

目標（何をどのようにする） 達成時期（いつまでに）

　市内の認知症グループホームの受入れ枠（18人）を確保する。 令和６年３月

対　象
（誰・何を対象に）

　市内に認知症グループホームを新たに開設する事業者

事業内容
（手段、手法など）

　市内に認知症グループホームを新たに開設する事業者に対し、介護施設等整備事業費補助金を
交付する。

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　介護を必要とする高齢者が、できる限り住み慣れた地域で生活を続けることができるよう地域
密着型サービスを確保する必要がある。

目　的
（何のために）

　認知症グループホーム（認知症対応型共同生活介護）の利用希望者の受皿を増やすため。

事 業 名

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

13地域医療介護総合確保基金事業
予算区分

会計 一般会計 款 03民生費 項 01社会福祉費 目 07介護保険推進費

総合計画区分
基本
目標

Ⅳ 心もからだも元気
　 毎日を笑顔で暮らそう

個別
目標

（11）その人らしく安心して生活できる
　　　地域共生のまちづくりを進めます

担当グループ 福祉部介護障がいグループ

№ 1

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等
地域医療介護総合確保基金事業
（介護施設等整備事業費補助金）【新規】
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【開設予定地】高浜市向山町四丁目６番地５

資　料　等（位置図等）
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№ 2

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等
保育園管理運営事業、小規模保育事業
（保育所等給食費軽減対策支援補助金）【新規】

担当グループ こども未来部こども育成グループ

総合計画区分
基本
目標

Ⅱ みんなで学び・高め合い
　 高浜の未来を育もう

個別
目標

（５）多様な主体が
　　　子育ち・子育てを支えます

予算区分
会計 一般会計 款 03民生費 項 02児童福祉費 目 02保育サービス費

事 業 名

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

３保育園管理運営事業　４小規模保育事業

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・実
施の背景

　物価高騰に直面する事業者（保育所等）の負担軽減を図るため、給食に係る経費の一部を市と
県が補助するもの。

目　的
（何のために）

　物価高騰に直面する事業者（保育所等）の給食に係る経費負担を軽減するため。

対　象
（誰・何を対象に）

　民間が運営する保育所・認定こども園・小規模保育事業所

事業内容
（手段、手法など）

　対象施設（市内民間保育所・民間認定こども園・民間小規模保育事業所）に対し、保育所等の
給食に係る経費の一部（１食６０円）を市（1/3）と県（2/3）が補助する。

地方債

目指す成果
（期待される効果）

　民間保育所等の給食経費の負担が軽減されることで、保育所等は保護者負担を値上げすること
なく、給食を安定して提供することができる。

目標設定

目標（何をどのようにする） 達成時期（いつまでに）

　物価高騰に直面する事業者（保育所等）の給食に係る経費負担を軽減す
る。

令和５年12月

事業費
積算内容

・補助単価：児童1人あたり1食　６０円
・補助総額：１１，３０９千円
・対象期間：令和５年４月～9月分

①　保育園管理運営事業：補助対象施設（民間運営）：保育所7施設、認定こども園３施設
　総額：１１，097千円　県負担分（2/3）：７，３９８千円　市負担分（1/3）：３，６９９千円

②　小規模保育事業：補助対象施設（民間運営）：２施設
　総額：２１２千円　県負担分（2/3）：１４１千円　市負担分（1/3）：７１千円

令和5年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金

3,77011,309 千円

県支出金

7,539

第３四半期

その他 一般財源

1月 2月 3月

事業実施
スケジュール

6月 7月 8月

第１四半期 第２四半期 第4四半期

9月 10月 11月 12月
令和5年度

4月 5月

補正予算書及び説明書該当ページ 27ページ

事
業
者

市

補助申請・実績報告・給付

食材費購入

補助金支給

県へ実績報告・県より補助金給付
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☆システム構築業務委託契約開始

 ☆対象者①へ支給準備

 ☆対象者①へ支給（11月上旬予定）

☆対象者②④⑤の申請受付開始

☆対象者②④⑤の審査及び支給（随時）

☆対象者③の支給準備及び支給（随時）

補正予算書及び説明書該当ページ 27ページ

3月

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

事業実施
スケジュール

9月 10月 11月 12月 1月 2月
令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月

事業費
積算内容

　・需用費（消耗品費等）　　　　　　    386千円
　・役務費（通信運搬費等）     　　　  2,860千円
　・委託料         　　　　　　　　　　 2,849千円
　・子育て世帯支援給付金　　　　　  93,000千円

令和5年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

99,095 千円 90,066 9,029

目指す成果
（期待される効果）

　特別給付金を支給することにより、子育て世帯の生活の安定を図り、児童の健やかな成長に繋
げる。

目標設定

目標（何をどのようにする） 達成時期（いつまでに）

　早期に対象世帯へ特別給付金を支給する。 令和６年３月

対　象
（誰・何を対象に）

支給対象者：次の要件１及び２を満たすもの

≪要件１≫平成１7年４月２日から令和6年１月３１日までに生まれた児童（対象児童）を養育す
るもの

≪要件２≫
下記①、③に該当する場合　⇒該当月の児童手当受給者であるもの
下記②、④、⑤に該当する場合　⇒基準日（令和5年８月３１日）時点もしくは基準日から令和6
年１月３１日までのいずれかの時点及び申請書提出時点で、高浜市に住民票があるもの

①令和5年８月分の児童手当受給者
②平成１7年４月２日から平成20年４月１日に生まれた児童を養育するもの（①を除く）
③令和5年９月分から令和6年２月分までの間に新たに児童手当受給者になったものまたは額改定
の認定を受けたもの
④対象児童を養育する公務員
⑤児童手当未受給者　　等

事業内容
（手段、手法など）

　１８歳以下の児童を養育するものに対し、児童１人あたり１万円を支給する。

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　食費等の物価高騰等に直面する子育て世帯に対する支援として、特別給付金を支給する必要が
ある。

目　的
（何のために）

　食費等の物価高騰等による経済的な影響から、子育て世帯の生活の安定を図るため。

事 業 名

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

22高浜市子育て世帯支援給付金支給事業
予算区分

会計 一般会計 款 03民生費 項 02児童福祉費 目 03家庭支援費

総合計画区分
基本
目標

Ⅱ みんなで学び・高め合い
　 高浜の未来を育もう

個別
目標

（５）多様な主体が
　　　子育ち・子育てを支えます

担当グループ こども未来部こども育成グループ

№ 3

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等 高浜市子育て世帯支援給付金支給事業【新規】
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接種対象者への通知

コールセンター・冷凍庫管理継続

補正予算書及び説明書該当ページ 29ページ

第３四半期 第4四半期

事業実施
スケジュール

9月 10月 11月 12月
令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月

第１四半期 第２四半期

県支出金 地方債 その他 一般財源

1月 2月 3月

84,050

事業費
積算内容

消耗品費　　　　　　　　　　　　　　195千円
通信運搬費　　　　　　　　　　　　1,885千円
審査支払手数料　　　　　　　　　　1,669千円
個別接種業務委託料　　　　　　 　62,681千円
接種支援業務委託料　　　　　 　　10,944千円
接種券通知業務委託料　　　　　　　1,460千円
超低温冷凍庫等管理業務委託料　　　　800千円
コロナワクチン接種支援補助金      　4,416千円

令和5年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金

目指す成果
（期待される効果）

　新型コロナウイルスの感染拡大と重症化を防ぐ。

目標設定
（なるべく定量的な

目標値を記入）

目標（何をどのようにする） 達成時期（いつまでに）

　国の方針に基づき、市民への追加接種を実施する。 令和６年３月

84,050 千円

対　象
（誰・何を対象に）

　市民

事業内容
（手段、手法など）

　・通信運搬費…追加接種の接種券発送を行う。
　・個別接種業務委託料…ワクチンの追加接種を行う。
　・接種支援業務委託料…コールセンターの設置を継続する。
　・接種券通知業務委託料…追加接種に係る接種券等の印刷・封入を行う。
　・超低温冷凍庫等管理業務委託料…ワクチン用冷凍庫の管理委託を継続する。
　・コロナワクチン接種支援補助金…週100回以上の接種を4週以上実施した医療機関に
      対し補助金を交付する。

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　国から令和５年度も引き続きワクチン接種を行う方針が示されたことから、市民への追加接種
の実施体制を構築する必要がある。

目　的
（何のために）

　市民の方にワクチンの追加接種を受けていただくことで、新型コロナウイルスの感染拡大と重
症化を防ぐため。

事 業 名

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

04新型コロナウイルス感染症対策推進事業
予算区分

会計 一般会計 款 04衛生費 項 01保健衛生費 目 01保健衛生総務費

総合計画区分
基本
目標

Ⅳ 心もからだも元気
　 毎日を笑顔で暮らそう

個別
目標

（12）一人ひとりと地域全体の
　　　健康づくりを応援します

担当グループ 福祉部健康推進グループ

№ 4

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等 新型コロナウイルス感染症対策推進事業【継続】
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主
な
経
費

・個別接種業務委託料　　　　 123,164千円
・接種支援業務委託料　　   　　33,294千円
・接種券通知業務委託料　　  　　4,730千円　　等

その他 一般財源

172,968 千円 172,968

主
な
経
費

・個別接種業務委託料　　　　12,074千円
・接種支援業務委託料　　   　12,274千円
・web予約システム使用料　  　1,320千円　　等

令和４年度
（決算）

取組内容
・新型コロナワクチン接種券を対象者に発送した。
・新型コロナワクチンの接種体制を整え、接種を実施した。

事業費（経費）
財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債

その他 一般財源

27,075 千円 27,075

これまでの
主な取組
と成果

令和2年度から新型コロナウイルス感染症の拡大防止に取り組み、令和３年度からは、新型コロナワ
クチン接種を実施してきた。

令和５年度
（予算）

取組内容
・令和４年度までに実施した新型コロナワクチン接種に係る支払事務。
・新型コロナワクチン接種に係る予診票の確認作業、問合せへの対応、ワクチンの保
管などの継続業務。

事業費（経費）
財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債

これまでの主な取組と成果

事業年度 令和　２　年度　～　令和　４　年度 総事業費 510,669千円
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№ 5

主 要 ・ 新 規 事 業 等

事 業 名 等
老人・成人保健事業
（若年がん患者在宅療養支援事業補助金）【新規】

担当グループ 福祉部健康推進グループ

総合計画区分
基本
目標

Ⅳ 心もからだも元気
　 毎日を笑顔で暮らそう

個別
目標

（12）一人ひとりと地域全体の
　　　健康づくりを応援します

予算区分
会計 一般会計 款 04衛生費 項 01保健衛生費 目 02保健・予防費

事 業 名

アクションプラン 　□該当する　     　■該当しない

01 老人・成人保健事業

事
　
業
　
概
　
要

事業の必要性・
実施の背景

　回復の見込みがない状態に至ったと診断された40歳未満のがん患者が、住み慣れた自宅で最
期まで自分らしく安心して日常生活を送ることができるよう、在宅における療養生活を支援し、
患者及びその家族の経済的負担の軽減を図る必要がある。

目　的
（何のために）

　若年がん患者の在宅における療養生活を支援し、患者及びその家族の経済的負担の軽減を図る
ため。

対　象
（誰・何を対象に）

　在宅生活の支援及び介護が必要な若年がん患者

事業内容
（手段、手法など）

　対象者が利用した次の費用に対し、①から③を合計した額の9割（上限額5万4千円／月）を補
助金として交付する。
①在宅サービス（訪問介護、訪問入浴介護、その他必要と認められるもの）にかかる利用料
②福祉用具の貸与にかかる費用
③福祉用具の購入にかかる費用

目指す成果
（期待される効果）

　若年がん患者及びその家族の経済的負担の軽減を図ることにより、住み慣れた自宅で安心して
最期まで日常生活を送ることができる。

目標設定

目標（何をどのようにする） 達成時期（いつまでに）

　在宅生活の継続に必要となるサービス費用を補助する。 令和６年３月

その他 一般財源

648 千円 324 324

事業費
積算内容

若年がん患者在宅療養支援事業補助金　　648千円

令和5年度
事業費（経費）

財源内訳（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債

1月 2月
令和5年度

4月 5月 6月 7月 8月 3月

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第4四半期

事業実施
スケジュール

9月 10月 11月 12月

補正予算書及び説明書該当ページ 29ページ

実施 （周知 ・申請受付 ）
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